
症例の概要

No.
患者

１日投与量
投与期間

副作用
性・
年齢

使用理由
（合併症） 経過及び処置

1 男
80代

悪性胸水
（慢性閉塞性
肺疾患、肝
転移、潰瘍
性大腸炎）

４g
１回

アナフィラキシーショック
投与開始日

投与10分後
投与17分後
投与50分後

投与160分後
投与１日後

癌性胸膜炎に対して本剤4gを胸膜腔内に注入した。
直後より呼吸苦が出現し，血圧103/76㎜ Hg，SpO2 84%に低
下した（注入前 127/74mmHg，94%）。
アナフィラキシーショックと診断し，メチルプレドニゾロン
コハク酸エステルナトリウム500mg点滴静注，アドレナリン
0.3mL皮下注施行，酸素吸入6Lを開始した。
アナフィラキシーショック発現時の随伴症状について，呼吸
器症状として呼吸苦，酸素化不良が，循環器症状として頻脈
があった。
皮膚・粘膜症状，持続する消化器症状は無かった。
アナフィラキシーショックの症状が改善した。
ドレーンクランプ開放し本剤を排液した。
心拍数170台に上昇，呼吸苦再出現したため，ベラパミル塩
酸塩5mgを点滴静注した。
その後，症状改善。
酸素吸入（漸減）終了した。
アナフィラキシーショックが回復した。
胸部レントゲン検査の結果，変化はなかった。

併用薬： 酸化マグネシウム，エプラジノン塩酸塩，アンブロキソール塩酸塩，インダカテロールマレイン酸塩，
セレコキシブ，センノシド，アミノフィリン水和物，ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム，
肝不全用アミノ酸製剤，グリチルリチン・グリシン・L-システイン

臨床検査値

検査項目名 投与前 投与後
血圧（㎜ Hg） 127/74 103/76

胸部レントゲン：変化なし（投与１日後）



症例の概要

No.
患者

１日投与量
投与期間

副作用
性・
年齢

使用理由
（合併症） 経過及び処置

2 男
50代

肺の悪性新
生物

（悪性胸水）

４g
１回

アナフィラキシー反応
投与開始日
投与２分後

投与５分後
投与15分後

投与45分後

投与50分後

投与110分後

左胸腔ドレーンより本剤4g+生食50mLを投与開始。
本剤の注入終了と同時に強い呼吸困難と熱感（全身）を自覚。
その直後に喘鳴，全身の発赤，発汗が出現した。
O2投与，15L/minリザーバーとした。
心電図モニター，SpO2モニター装着。
酢酸リンゲル液500mL投与。
クロルフェニラミンマレイン酸塩（10㎎）1A+生食100mL投
与。
SpO2 98%（O2  2L/min）血圧94/69mmHgと呼吸循環動態は
安定した。
メチルプレドニゾロンコハク酸エステルナトリウム80㎎ +生
食100mL投与。

併用薬： ロキソプロフェンナトリウム水和物，レバミピド，桜皮エキス・コデインリン酸塩水和物，酸化マグ
ネシウム，センナ・センナ実

臨床検査値

検査項目名 投与
１日前

投与
５分後

投与
35分後

投与
50分後

投与
80分後

投与
１日後

血圧（㎜ Hg） 98/58 138
（収縮期） 96/70 94/69 94/69 100/60


